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会  議  要  旨 

 

会 議 の 名 称 令和５年度第２回川越市社会福祉審議会地域福祉専門分科会 

開 催 日 時 令和６年１月１６日（火）１５時から１５時２０分まで 

開 催 場 所 川越駅西口 U_PLACE３階 川越市民サービスセンター会議室 

出席者（委員） 

氏 名（人数） 

中野委員、須藤委員、牛窪委員、田中委員、荻野委員、吉田委員、

佐藤陽委員、野村委員、藤崎委員、岡庭委員、佐藤保雄委員、田

村委員、村上委員、柴田委員、有井委員、諸橋委員（１６名） 

欠席者（委員） 

氏 名（人数） 
廣川委員、小林委員（２名） 

事 務 局 職 員 
市 ：福祉部長、福祉部副部長兼福祉推進課長、福祉推進課職員 

社協：事務局長、地域福祉課長、地域福祉課職員 

会 

議 

次 

第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議題 

「みんなでつくる福祉のまち川越プラン」中間評価方法（案）について 

４ その他 

５ 閉会 

配布資料 

（事前配布）資料１ 

みんなでつくる福祉のまち川越プラン 

 中間評価及び見直しについて 

（事前配布）資料２ 

川越市における重層的支援体制整備事業の概要 

 （重層的支援体制整備事業実施計画） 

当日配布資料 

○中間評価及び見直しに係る章立て（案） 

 令和６年度 地域福祉専門分科会関係スケジュール 

委員名簿・席次 
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議  事  の  経  過 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

○過半数の委員出席による会議の成立の報告 

○会議資料の確認 

 

２ 挨拶 

〇福祉部長挨拶 

 〇事務局長挨拶 

〇会長挨拶 

 

３ 議事 

 

〇会議公開についての承認 ⇒ 異議なし 

〇傍聴希望の確認 ⇒ 希望者なし 

 

○「みんなでつくる福祉のまち川越プラン」の中間評価について 

  （事前配布資料 1 に沿って説明） 

計画スタートから丸３年たち、中間評価と見直しを来年度に行

うこととしている。今回は、中間評価をどうまとめていくかの方

向性をお示しするため、皆様にお集まりいただいた。 

  

中間評価の目的は３つある。１つ目の「実績指標との比較によ

る評価により、計画の進捗具合を確認すること」は、毎年度実施

している年次評価については、取組所管課による自己評価である

のに対し、中間評価については、令和５年度末の目標値を設定し

た取り組みの達成度を確認し、客観的な評価を行う。 

２つ目と３つ目の目的は、取組状況によっては、取組所管課、

取組内容を変更すること、また、変更の有無にかかわらず、計画

最終年度の目標値を設定すること、としている。 

評価の手法について。令和５年度末の目標値にどれだけ近づい

たかによって、A から D の４段階で評価する。各評価は、取組（施

策）の方向性ごとに取りまとめ、方向性ごとでも達成状況を評価

する。 

 評価方法については、目標値の８０％以上達成の場合に「Ａ 達

成・順調」、以下、目標値の６０％以上８０％未満が「Ｂ 一部達

成・やや遅れている」、目標値の６０％未満を「Ｃ 未達成・遅れ

ている」、何も取り組んでいない場合を「Ｄ 実績なし」というよ

うに考えている。 
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 （配布資料２） 

重層的支援体制整備事業について。取組そのものは、年次評価

に記載しているところであるが、あらためて実績を振り返り、今

後の課題、方向性について触れたいと考えている。 

計画策定後、令和４年２月に「実施計画」を策定しており、こち

らも事業開始から 3 年を経過することから、計画の内容をあらた

めて確認し、必要に応じて変更していく。 

 

 その他、計画では再犯防止推進計画及び成年後見制度利用促進

計画を内包している。こちらについては、重層事業同様に実績の

振り返り、今後の課題、方向性をまとめることとする。 

 

本日お配りした資料「章立て（案）」で、説明をまとめている。 

 

３取組状況（１）の目標値を設定している取組については、表形

式でのまとめ方を考えている。目標値の設定がない事業の取組、

特に地区社協における取組は、（２）にあるように、文章形式でま

とめていく予定。 

（１）（２）で見えてきた課題と、後半の 3 年間はどういう方向性

で取り組むかを（３）に記載し、（４）で計画最終年度までの取り

組み内容と目標値をまとめる。 

４の重層事業及び５の再犯防止と成年後見については、いずれ

も文章形式となりますが、３でまとめた形と同様に、これまでの

実績、課題と今後の取組についてまとめる。 

まとめたものを当分科会で皆さんにお示しして、いただいた意

見を評価として報告書の結びとしたい。 

 

 ○質疑 

  （⇒なし） 

 

４ その他 

○来年度のスケジュールについて。 

   ４月に社会福祉審議会の全体会を予定している。 

その後の予定として、７月に第１回分科会、議題としては、 

令和５年度の年次評価と、中間評価の原案を提示させていただ

きたい。そこでご意見をいただいてまとめたものを、８月の第２

回分科会でご提示し、中間評価報告書としてまとめたい。 
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会長 

 

 

事務局 

 ○質疑 

  （⇒なし） 

 

５ 閉会 

 

 

〔１５時２０分終了〕 

 

 

 

 


